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Abstract： In　late　years　a　break　of 　the　life　rhy 山m 　caused 　by　the　net 　dependence　led　by　the　youth　becomes　the　problem．

The　purpose　 of 　this　 study 　was 　to　investigate　the　 sleep 　 environments 　and 　sleep　independent　those　 effect 　to　 autenomic

sympathic −parasympathetic　 nervous 　 system 　 balance　 in　 yo  g　 people．　 The　 25　 healthy　 students 　 was 　 recorded

Electrocardiogram（ECG ）with 　eye 　close 　and 　open ，　respectively 　and 　answered 　the　sleep 　of 　Momingness −Eveningness　and

Young ’s　scale 　for　11ternet　addiction 　questionnaire．　It　was 　analyzed 　low 丘equency 　component （0，04−O，15Hz），　hi帥 丘equency

component （0．15−050 　Hz），　LH 〆HF 　ratio　and 　very 　low　fヤequency （VLF ：0，0033−0．04Hz）丘om 　the　R−R 　interv融l　spect   加 m

ECG ．　We 　hypothesized血 at　there　is　no 　correlation 　to　be　judged　on 　the　basis　ofdeterioration 　of 　the　sleep 　environment 　is　a　net

depends　on 　the　autono 血 c　fUnction．　It　was 　observed 　about 　52％ subjects 　increasing　LFIHF 　with 　eye 　closed 　compared 　eye

open 餓 sks ，　These　results 　would 　suggest 　that　stUdent　of 　enough 　sleeping 　conditien 　may 　produce　a　shift　to　syrnpathetic

nervous 　system 　do血 nance 　in　daily　activity 　with 　eye 　close ，　whereas 　repeated 　exposures 　to　game　and 　Intemet　task　until　late　at

night 　may 　produce　a　shift　to　sympathetic 　nervous 　system 　dominance　which 　lasts　not 　into　the　rest　environment 　with 　short 　term

eye 　closed 　period

Key 　words ： Keyword ： sleep 　environment ，　net 　independ。nt，　autonomic 　nerve   ction ，　ECG 　R −R 　intervals

要旨 ： ICT 革命 に よ り情報 環 境 が 大 き く変 化 し た。無線 LAN や 第 4 世 代 通 信 LTE の 普及 に よ りモ バ イ ル フ ォ ン

の 利 用 が 大 幅 に 増 加 した。それ に伴 い 過 度 の 利 用 に よ る 睡眠 環境 の 悪 化 が 問題視 され て い る。平 成 26 年 3 月 に は

厚生 労働省健康局か ら新 しい 睡眠 指針
‘
健康づ く りの た め の 睡 眠 指針 2014が 発 表 され 社会 的 に問題視 され て い る。

本研 究は 20 代 の 大学生 を対 象 と し、25 名 の 心 電 図 を用 い た 自律神経機能 の 評価 と PC 依存、睡眠環境をア ン ケ

ートに て 調査 し 3 要素 の 関連性を相互 に検討 した。自律神経の 評価は、8 分 間 の 開 眼 時 閉眼 時 の 自律神 経機能 を

心 拍 変動 に よ り求 めた 心 電 図 R −R 間隔 の 周 波 数 分析 よ り交 感 神 経活 動 ・副交感神経活動 を 算 出 し た。結果 、自律

神 経の 亢 進 とネ ッ ト依存 お よび 睡眠 環境 の 間 に は 統計的に有意な差 は観察 され な か っ た。多くの 若 者が 日常生 活

で の 適応状 態に あ る と考察 した 。

キー
ワ
ー

ド： 睡眠環境．ネ ッ ト依存，自律神経機能，心 電図 R −R 間 隔

　　　　　　　　　1 ．は じめ に

　無 線 LAN や第 4 世代通信 LTE の 普及に よりモ バ イ

ル フ ォ ン の 利用 が 大幅 に増加 した。コ ン ビ ニ エ ン ス ス

トア の 普及 をは じめ 我 が 国 の 国 民 生 活 は 、日常的 に 24

時 間化 し て きて い る。ネ ッ トの 過 度な 利 用 に よ り睡 眠

環 境が 悪 化 し、日常 生 活への 影響が 問題 とな っ て い る。

そ こ で 、平成 26 年 3 月 に厚 生労働省 健 康 局 か ら新 しい

睡眠 指針が 発 表 され た （厚生 労働省健 康局，2014 ）。

現在、若者 へ の 睡 眠 環 境 の 対 処 とネ ッ ト依 存 か らの 脱

却 を 目的 と し て 、就寝前 の 情報機器 の 操作 を控える こ

とが 望 まれ て い る （Munezawa ら，2011 ）。し か し、ネ

ッ ト依存 に よ り睡 眠 環 境 （総 務省 情 報 通 信 政策研 究

所，2014）が 目 常生 活に 影響 し、健康管理 に 関わ るデ
ー

タ が 不 足 し て い る状 況 で あ っ た。さ らに、近 年 の WEB
シ ス テ ム を 伴っ た、ア クテ ィ ブ ラ

ー
ニ ン グの 導入 で、

多 くの 大学生の 学習時 間 の 確保 の た め に、学 習機 会 が

24 時 間化す る傾向に あ る。そ こ で 、本研究で は大学生

の 自律神 経機 能 の 評 価 とネ ッ ト依 存 （Ybung ら，1998）

と睡 眠環境 の 関係 性 に っ い て の 評価をあわ せ て 行い 、

ネ ソ ト依 存 に よ る陲 眠 環境 の 悪化 が 自律神経機能 （早
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野 ら，1988）へ の 影 響 を検討 す る こ とを 目的とし た。自

律 神 経 機 能 の 分 析 よ り、リ ラ ッ ク ス し て い る 状 態 、つ

ま り副 交 感 神 経 が活 性 化 して い る状 態で は HF 成分 （高

周 波 ，Hi　Frequency）と LF成分 （低周波，　L。w　Frequency）

も現れ る が、ス トレ ス 状態 に あ る 場 合、交 感神経 が活

性 化 して い る状 態で は、HF成分が減少する。従 っ て 、

リ ラ ソ ク ス 状態 に あ る と相 対 的 に HF成 分 が 大 き くな る

た め LF／HF の 値 は 小 さ くな り、反 対 に ス トレ ス 状 態に

ある と HF に 対 し て LF 成分が 大き くな るの で LF／HF の

値 が 大 き くな る。心 電図 計測 に よ り交感神経活動 と副

交 感神経活 動の バ ラ ン ス を表 わ す と考 え られ て い る LF

と HF を算出 し、　 LF／HF を 交感 神 経の 活性 度 の 指標 （ス

トレ ス 指 標 ）と して扱 う（Mika ら，2013） （豊福 ら，2007）。

　　　　　　　　　　2 ．方法

2．1被験者

　被験 者 は、心 身 と も に 健康な 大 学生 25 名 （女 子 25

名，平均年齢 20．36± 1．52 歳）に 測 定 と睡 眠環 境 と PC

依 存 の 2 つ の ア ン ケ
ー

トに 同 目に 回 答 し て も らっ た。

すべ て の 被験者 に 実 験の 目的 を 事前に 説明 し同意を得

た 。 な お、本研 究 は 実 践女 子 大学研 究倫理 委員会 の 承

認 （H26−2）を得た。

2．2 睡 眠 環境の 評価

睡 眠 環 壌 の 評 価 は、既 存の 質問項 目をWEB 経 由 で 迅 速

に集計 す るた め に、東 京 情 報 大 学 の オ ン ライ ン ア ン ケ

ー
トサ

ーバ ー
を用 い た。　 大 学生 の 朝型一夜 型 の 生 活

リズ ム の 個 人 差 を測 定す る た め に、Oquist（1970） が

報告 し、Horne，＆ Ostberg（1976） に よ っ て改 訂 、英

訳 され た も の （福 井 ら，2009 ＞に 対 して 翻 訳 が 行 わ れ た

「日本語 版朝型一
夜型 （Morningness ・Eveningness ）質 問

紙 に よ る調査 結 果」 （石 原 ら， 1986）の 質問項 目をもと

に点数化を行 っ た。具体的 に は
“
あ なた は、夜、何 時

に な る と疲 れ を感 じ、眠 く な ります か。
”
、
“
1日の どの

時 間帯 に 体調 が 最高で あ る と思 い ます か。1 つ の 時 間 帯

だ け を選 ん で下 さい。
”

と い っ た 質問が あ り、合 計 点 を

5段階 に 評価す る と
“
あ き らか な朝 型

”、
“
朝 型

”
、
“
ほ

ぼ夜 型
”
、
“
夜型

”
、

“
あき らか な夜型

”
となる。　 本尺 度

の 得 点範 囲 で は 、点 数 が高 い ほ ど朝 型 で 、低 い ほ ど夜

型 で あ る こ とを 示 し て い る。

2．2ネ ッ ト依存度の 評価

　ネ ッ ト依 存度 の 評価 は、睡眠 環1竟の 評価 と同 じ くWEB

経 由 で の 回収 を行 っ た。19の 質問項 目 で 構 成 され て い

る ヤ ン グ基 準 （Young ら，1998 ） を参考 に ア ン ケ
ート結

果 を点数化 した。具体的に は
“
気 がつ くと、思 っ て い

た よ り長 い 時間ネ ッ トを して い る こ とが あ ります か
”

、
“
夜 遅 くま で ネ ッ トをす る こ とが原因で 睡眠 時 間が短

くな っ て い ます か。
”

とい っ た質 問項 目に 対 し 「い っ

も あ る 」 を5点、　 「よ く あ る 」 を4点、 「と き どき あ る」

を3点、 「まれ に あ る 」 を2点、 「全 くない 」 を1点 と し

て 加 算 した 変数 を イ ン ターネ ッ ト依存 得 点 と して 分析

に使用 した。

2．2自律神経機能 の 評 価

　心 電 図 （CM5 誘導 ）を 用 い 、安静 した 着座姿勢 を開眼

と閉眼の 各 8 分間をサ ン プ リン グ周波数 100Hz で 記 録

した。心電 図データ か ら R波 を検 出 し、R−R 間隔変動を

算 出 し た。さ らに 、R− R 間隔 の 周波数領域解析 を行 い 、

超低周波数帯域 （VLF ： O．0033〜0．04Hz ）、低 周 波数 帯

域 （LF ： 0，04〜0．15Hz）、高周 波数帯域 （HF： 0．15〜

G．50Hz）を算出 した 。

図 1計測風 景

　　　　　　　　　　 3 ．結果

3．1 自律神 経機能 の 開 眼 時 と閉 眼 時関係性

　 開 眼 と 閉眼 時 の 自律神 経機能 の 交 感 神 経 と副 交 感 神

経 の 活 動 比 で 検討 し た LF／HF の 評価を 図 2 に 示 した。

閉眼とい うリラ ッ ク ス 状態、っ ま り副 交感 神 経が 活 性

化 し て い る とき に は、相 対 的に HF 成分が 大きくなる た

め LF／HF の 値 は ス ト レ ス 状態 の 開 眼 時 に比 べ 小 さくな

る が、25名中 13 名の お よそ 半 数 の 被験者が LF／HFが 低

下 しなか っ た。
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図 2LF ／HF による開眼時と閉眼時の 関係性（N ＝25）

3．2ネ ッ ト依存 と睡 眠 環境 の 関係 性

　ア ン ケ
ー

トよ り算出 し た 睡眠環境に 関す る得点 と PC

依存得 点 の 関係 性 を 図 3 に 示 し た。2 要素 の 関係性 を よ

り具 体的 に 求 め る た め 、決 定係 数 （図 の 中で は RZ と記

載）を求 め た。決 定係 数 は O．・0036 と睡 眠 環境 とイ ン タ
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一
ネ ッ ト依存 に相関が ない 結果 を示 した。

．
納

　 ：淘

ll　，，・，

董・
’

n

　 ．．u

図 3

　　　　　り　　o
噛．「．「．Sり．S司同1U・「．　　　　　　●
　 鍵　

．
1　「」．’・　　　　　 q

　 　 　 　 　 ◎
％

　 。　 ・鷺、　
’

　 　 　 　 　 0 　　
9
　

9

　 　 　 　
00

：．紀．凵、　　 　 　　 ユL」r． ご．占

ネ ッ ト依存 と 睡 眠 の 関係

　心 電図計測 に よ り求め られ た LF／HF の 値 にお い て 、

閉 眼 時 の ほ うが 開眼時 よ り も高い 群 に お い て分 析 を行

っ た。上 記 の 群 の ネ ッ ト依 存 ア ン ケートの 合 計 点 と睡

眠環境 に 関す る ア ン ケ
ー

トの 相 関 関係 の グラ フ を 図 4

に示 した。決定係 数 （図 の 中で は R2と記載）は 0．1914

と閉 眼 時 に お け る LF／HF が 高い 群 に お い て 今 回 の ア ン

ケ
ー

トよ り求 め られ た ネ ッ ト依存度 と睡 眠環境 の 関係

性 に相 関は 見 られ な か っ た。
　 　 　 1わ、
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図 4睡 眠環境 と 自律神経機能の 関 係 性

3．3 ネ ッ ト依存 ア ン ケ
ー

トにつ い て

　 ネ ッ ト依存度 ア ン ケー トの 結 果 を 平 均 点 （196，2±

18．09 点）に対 して 正 規化 した もの を図 5 に 示 した。今

回 の 被験者 の 多 くは 合計 点 が約 200 点 に なっ た 。 そこ

で、Young は合 計 点 を 3 群 に分類 し て い る が、本研究

で は 依存 力 テ ゴ リ
ー

分 類 を行 わ ず に 検討 した （大 野

ら2014）。
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3．4 睡 眠 環境 ア ン ケー
トに つ い て

　 睡 眠 環 境 ア ン ケ
ー

ト結 果を 平均 点 （101．56± 26，93

点 ）に 対 し て 正 規化 し た も の を 図6に 示 し た 。 今回 の 被

験者 の 多 くは 合計点 が 約100点 に なっ た。こ れは、ほ と

ん どの 被験者 が、夜型 で あ る こ とを 示 した。
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　　　図 6　睡 眠 環 境 ア ン ケートの 正 規分 布

3．5 自律神経機能とネ ッ ト依存度の 関 係性

　心 電 図 計 測 よ り求 め られ た LF／HF の 値に お い て 、開

眼 時 （図 ： eyeQpen ） の ほ うが 閉眼時 （図 ； eyeclose ）

に 比 べ 高い 群 （交感神経優位）と閉眼時の ほ うが 開 眼

時に 比 べ 高 い 群 （副交感神 経優位）に 分類 し、イ ン タ

ー
ネ ッ ト依存度に 関 す るア ン ケ

ー
トの 合 計 値 に 対 して

の 結 果 を図 7 に 示 し た。両者の 関係 に 有意な差は 見 ら

れなか っ た。
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図 7　自律神経機能 と ネ ッ ト依存 度の 関 係 性

3．6 自律神経機能と睡眠環境の 関係性

　心 電 図 計 測 よ り求 め られ た LH／HF の 値に おい て、開

眼時 （図 ： eyeopen ） の ほ うが 閉 眼 時 （図 ： eyec 工ose ）

に 比 べ 高 い 群 （交感 神 経 優 位 ） と閉 眼 時 の ほ うが 開眼

時に 比 べ 高 い 群 （副交感神経優位） に分 類 し、睡 眠 環

境に 関す る ア ン ケートの 合 計 値 に 対 し て の 結果を図 8

に 示 した。両者の 関係 に 有意な差は 見 られ なか っ た。

図 5 ネ ッ ト依 存 ア ン ケー
トの 正 規分布
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図 8自律神経機能 と睡 眠 環鏡 の 関係 性

　　　　　　　　　　4 ．考察

　本研究で は 20 代 の 女性 25名 を対 象 と して睡 眠環境

とイ ン ター
ネ ッ ト依存度の 関係性 が 自律 神 経機 能 に及

ぼ す 影響 につ い て 検 討 した。ス トレ ス 指標 （交 感神経

の 活 性 度） を示 す LF／HF に お い て 、25名中 13名 開 眼

時 に増加 し リラ ッ ク ス で きな い 状態 とな っ て い る こ と

を示 した。しか し、そ の 群に お い て の ネ ッ ト依存度 と

睡眠 環 境の 相関は 見 られ ず、こ の 2 要 素 の 自律神 経機

能 へ の 直接的 な影響 は今 回 の 研 究 で は見 られ なか っ た 。

睡眠 環 境 にお い て 夜型を示 し て い て も、自律神 経機能

の 評価は LHIHF が 開眼 時 に対 し閉眼 時が 低下 す る とい

うリ ラ ッ ク ス 状 態を示 す とい う結果 が 見 られ （図 8）、

日 中の 活 動 に影 響 が 出 な い か た ち で 現 在 の 睡 眠 環 境 に

順応 して い る と考えられた。ま た、ネ ッ ト依存化傾 向

が 高く示 され て も、自律神 経 機 能 お よ び 睡 眠 環 境 との

相関 は 見 られ なか っ た （図 4，図 7）。自律神 経バ ラ ン ス

が 乱 れ る とい う結果 （図 2）は、ネ ッ ト依 存 化 に よ る睡

眠 環 境の 悪 化 が 及 ぼす影響 とは 相関は 今 回 の 研 究 で は

み られなか っ た。各 要 素が 独 立 して生 体や 日常生活 に

関係 し て い る か 、3要素が 正 常か ら外 れ て もバ ラ ン ス が

保 た れ て い る こ とが推 測 され る、ネ ッ トの 利用形態で

は 性 差 に よ る 影 響 が 示 唆 さ れ て い る た め （安 岡

ら，2014）、今後は研 究 対 象 に男性 も加 えて 検討 し た い。

　　　　　　　　　 5 ．ま とめ

本研 究に よ り得 られ た お もな知 見 は 次 の 3 点で ある。

1） ネ ッ ト依 存 度 と睡 眠 環 境 に は 相関が ない 。

2）開眼時 に 比 べ 閉眼時 に LF／HF が増 加 す る群 （副 交感

神 経 優位） にお い て、ネ ッ ト依存度 と睡 眠環境 に 相関

は ない 。

3） た とえ睡 眠 環 境 が 朝 方 で な く て も、自律神経活 動 が

正 常パ ターン を 示 す 人 が、44 ％ い た。
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